
重
要
で
す
。
授
業
が
子
ど
も
に
「
忍
耐

力
」を
養
う
場
に
な
っ
て
ま
せ
ん
か
。先

生
は
、子
ど
も
個
々
の
好
奇
心
に
応
え
、

探
究
心
を
満
足
さ
せ
る
授
業
を
組
み
立

て
る
の
が
仕
事
。
子
ど
も
に
と
っ
て
面

白
い
授
業
を
、
あ
き
ら
め
ず
に
求
め
る

こ
と
は
「
わ
が
子
」
に
楽
し
い
学
校
生

活
を
届
け
る
と
共
に
、
す
べ
て
の
子
に

と
っ
て
楽
し
く
自
信
を
養
う
学
校
づ
く

り
に
通
じ
る
こ
と
で
す
。

　教
育
委
員
会
は
「
教
員
と
し
て
子
ど

も
と
向
き
合
う
た
め
の
時
間
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
円
滑
で
効
果
的
・
効
率

的
な
学
校
運
営
が
必
用
」
と
。
し
か
し

個
々
の
学
力
保
障
が
で
き
な
い
言
い
訳

に「
多
忙
」を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
も
映

り
ま
す
。
先
生
が
「
教
え
る
こ
と
」
に
専

念
で
き
る
よ
う
人
的
資
源
の
充
実
に
予

算
を
か
け
る
べ
き
。
子
ど
も
の
学
び
を

　来
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
は
、
筑
波

大
学
附
属
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
調

査
結
果
の
分
析
を
行
い
、
授
業
改
善
の

方
策
等
を
協
議
し
ま
す
。
子
ど
も
一
人

ひ
と
り
の
習
熟
や
理
解
に
考
慮
し
た
き

め
細
や
か
な
授
業
改
善
、
家
庭
状
況
に

も
応
じ
た
指
導
が
必
須
で
す
。例
え
ば
、

授
業
を
通
し
て
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が

「
先
生
は
い
つ
も
自
分
を
気
に
か
け
大

切
に
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
自
信
を
持

ち
、
自
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
授

業
で
す
。
教
室
に
自
分
の
居
場
所
が
作

ら
れ
て
い
な
い
授
業
を
さ
れ
る
ほ
ど
辛

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
学
校
は
子
ど
も
の
学
力
を
保
証
す

る
」
と
い
う
当
た
り
前
を
保
護
者
は
期

待
し
「
授
業
改
善
」
を
求
め
る
こ
と
が

保
証
す
る
の
は
教
育
基
本
法
で
定
め
ら

れ
る
自
治
体
の
責
務
な
の
で
す
か
ら
。

　学
力
の
二
極
化
の
問
題
が
生
じ
て
い

る
こ
と
に
教
育
委
員
会
は
実
質
、
見
て

見
ぬ
ふ
り
。
生
活
が
困
窮
す
る
家
庭
に

よ
っ
て
は
子
ど
も
が
宿
題
を
す
る
習
慣

づ
け
も
困
難
な
ケ
ー
ス
も
。
貧
困
の
連

鎖
を
止
め
て
い
く
た
め
に
も
、
小
１
の
段

階
か
ら
予
算
を
と
っ
て「
わ
か
ら
な
い
こ

と
」が
日
々
積
み
あ
が
ら
な
い
よ
う
に
支

援
す
べ
き
で
す
。
親
の
経
済
や
家
庭
状

況
に
左
右
さ
れ
ず
に
等
し
く
学
べ「
生
ま

れ
て
き
て
良
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
よ

う
、き
め
細
か
な
支
援
に
予
算
を
し
っ
か

り
と
あ
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

文
京
区
は
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果
で
今
年
度
も
児
童
生
徒
の
学
力
は
都
・

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
が
、
小
学
生
で
「
塾
に
通
っ
て
い
な
い
」子
は
「
都

42
％
、
全
国
52
％
」に
比
較
し
、
文
京
区
は
21
％
で
す
。
先
生
の
中
に
は
「
塾
で
勉
強
す

る
」を
前
提
に
授
業
を
す
る
人
も
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
は
毎
年
「
調
査
結
果
を
今
後

に
活
か
し
て
い
く
」と
繰
り
返
し
ま
す
が
、学
校
で
学
び
を
広
げ
深
め
ら
れ
る
こ
と
の
徹

底
が
未
だ
不
十
分
で
す
。
塾
に
通
わ
ず
主
に
学
校
で
勉
強
す
る
子
た
ち
の
中
に
は
「
わ

か
ら
な
い
ま
ま
」取
り
こ
ぼ
さ
れ
る
子
も
い
ま
す
。
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

重
い
教
育
費
負
担

学校の
責任
見えず

「子育て（教育を含む）に伴う
経済的な負担が大きい」と感じる割合

富坂	 03（3942）8128
富坂分室	 03（5805）5032
大塚	 03（3941）9678
大塚分室	 03（6304）1093

本富士	 	 03（3811）8088
本富士分室	 03（3813）7888
駒込	 	 03（3827）5422
駒込分室	 	 03（6912）1461

保健サービスセンター	 03-5803-1805
保健サービスセンター本郷	 03-3821-5106

高齢者なら「高齢者あんしん相談センター」へ相談をされてみてください。

高齢者以外の方々はまずは保健サービスセンターへ
親の部屋を訪ねたら、ゴミがたまりゴミ屋敷になりそうでどうしたらいい
か？ご近所のお宅からゴミの臭いがどうしたらいいか？そうしたご心配をよ
く耳にします。片付けができなくなる背景には、認知症やうつ病などが原因
になることもあります。家族だけで悩まずにまずは相談をされてみてはいか
がでしょうか。

家にゴミがあふれる
どうしたら…

家族だけではなかなか解決
できない課題も、第三者と
つながり共に考えることが、
一歩を踏み出すコツです。

「
貧
困
の
連
鎖
」の
心
配

調査結果は、
抽出でなく知るべき

プロフィール ◆１９６１年生れ。共立女子大卒・19８３年テレビ朝日入社・19９２年退社　　東洋大社会学部非常勤講師　　所属委員会：文教委員会・災害対策調査特別委員会・少子高齢社会対策調査特別委員会

ブログ http://blogs.yahoo.co.jp/bunkyokugi
メール bunkyokugi@yahoo.co.jp
HP http://www.a-kaizu.net
facebook https://www.facebook.com/atsuko.kaizu.3

海津敦子  ブログ 検索区政に対しての率直な思いを
日々、書きつづっています。

海津敦子

か い づ あ つ こ

文京区議会議員  無所属

当選一期が
見た

区議会報告

Vol.11

学校、子育て、介護、ご近所等々、気軽にご相談ください。
一人で、家族だけで抱えて悩んでいると迷路へ入ってしまう
ことがあります。あなたの「今」に間に合うように解決策を
共に考えていきます。ご相談に応じ弁護士とも連携します。

区政の
相談室

 連絡先  電話  ０８０－３０２７－２７５８　　　　住所  文京区小石川4－14－24－107  市民の広場議員控室  03－5803－1319　　　　　　　　　   http://www.hiroba-bunkyo.net/

2015年　　冬号

問
わ
れ
る
授
業
の
質

保
護
者
の
役
割

先
生
の
多
忙
と
学
力
保
証

無
料
の
学
習
支
援
の
充
実

「文京区子育て支援に関するニーズ調査」より
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● ものごとを最後までやり遂げて、
 うれしかったことがありますか
  文京区　
  東京都
  全　国　

● 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦をしていますか
  文京区
  東京都
  全　国
 
● 学校生活で、友達関係など何か悩みを抱えたら、
 誰に相談することが多いですか
  文京区　
  東京都
  全　国　

● 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、
 嬉しかったことがありますか
  文京区　
  東京都
  全　国　
 
● ２年生で受けた授業のはじめに、
 目標（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか
  文京区　
  東京都
  全　国
 
● ２年生のときに受けた授業の最後に、
 学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか
  文京区　
  東京都
  全　国
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● ものごとを最後までやり遂げて、
 うれしかったことがありますか
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● 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦をしていますか
  文京区
  東京都
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● 学校生活で、友達関係など何か悩みを抱えたら、
 誰に相談することが多いですか
  文京区　
  東京都
  全　国　

● 学級みんなで協力して何かをやり遂げ、
 嬉しかったことがありますか
  文京区　
  東京都
  全　国　
 
● ２年生で受けた授業のはじめに、
 目標（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか
  文京区　
  東京都
  全　国
 
● ２年生のときに受けた授業の最後に、
 学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますか
  文京区　
  東京都
  全　国
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調査は学力をはかる試験と共に「朝食を食べて
いるか」「将来の夢や目標をもっているか」といっ
た「７４問」の質問がありますが、教育委員会事
務局が教育委員に報告したのはわずか１８項目。
文教委員会で今後は全項目を報告することを求
めました。なぜなら、報告からもれた質問事項に
は都・全国平均から比較して文京区の中学生が
否定的に回答している率が高いケース等があり、
子どもの目線に立った教育行政の推進のために
は、教育委員にとって不可欠な情報です。

毎年、文部科学省は中学３年生、小学６年生を対
象に全国学力学習状況調査を実施しています。

		目的	・			学校における児童生徒への教育指導の
充実や学習状況の改善等に役立てる

	 	 ・		取組を通じて、教育に関する継続的な検
証改善サイクルを確立する

平
成
26
年
度

学
力
・学
習
状
況
調
査
結
果
よ
り
抜
粋

（
中
学
三
年
生
）

教育
委員
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ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
る

目
標
は
何
処
へ
実
感
が
伴
わ
な
い

　さいたま市内の小学校で、ここ６年ほど毎年就
学時健診時に、保護者の方々へ「小学校に入学する
にあたって」の講師を担当させてもらっています。
　小学校に向けての準備として…、
・		「遊びが仕事」である入学前、その子がやりたい遊び
を遊びきれる体験をいっぱい積ませてあげること

・		できないこと、わからないことがあっても恥ずかしい事ではなく、「教えて」「助け
て」っていえば困らなくなることを伝えること。また、大人もできないことやわから
ないことがあって、助けを求めたり、誰かに聞いたりしていることも教える共に、親
自身ができないことがあれば「助けを求める実践」を見せること

・		親として子どもの素敵なところを言えるように。そして、子どもの素敵なところを
先生たちと共有して、素敵なことや、できることをより伸ばしてもらう

・		できないことをできるようにして、「まんべんなく」を目指す子育てをしない。でき
ることに目を向けて、できないことは支援や配慮でフォローしていく

・		子どもの「好きなこと」は、自分が求める「好きなこと」でなくても認め応援する
・		保育園・幼稚園で先生方が子どもについて配慮していることや支援していること
があれば、具体的に聴いて、小学校へ伝えること　
　他には、例えば、体育の着替えなどが時間がかかってしまいそうで不安なら、総ゴ
ムのズボンや、後ろ前がその子にわかりやすいＴシャツなどを体育の日には着せるこ
と。また、学校へ持参する袋の選び方は、できればマチがあるトートバックのような
ものだと出し入れがしやすい等々から、連絡帳の書き方のコツについてなどです。
　でも、何よりも繰り返しお伝えすることは、「親が自分を好きになり、人生を楽しむ
こと」です。子どもに自分自身を好きになって自信を持った子どもに育ってもらうに
は不可欠だと思っています。

入学に向けて　就学前の準備
http://blogs.yahoo.co.jp/bunkyokugi

海津敦子ブログより BLOG 善意に頼りすぎない
放課後全児童向事業へ
　これまで各小学校で　校庭等を開放して小学生が
安心して遊べたり、学べる事業は、ＰＴＡや地域の方々
の基本、善意に支えら成り立ってきています。しかし、
善意に頼り過ぎ、見守りの人を探すのも苦労をかけて
きた反省から区は、複数の部署で実施されている小
学生の放課後事業を整理統合し、４月からは時給で
都最低賃金以上を払えるようにするなど「放課後全
児童向事業」の環境整備を行います。
　特に、これまでは小学校の地域に放課後事業の運
営ができる人材がいないと「放課後全児童向け事業」
の開設がなかなかできませんでしたが、４月からは学
校・ＰＴＡ・地域の方等で放課後全児童向事業の実
行委員会を作れば、実質的な運営については区が紹
介する事業者にお願いをする選択もできるようになり
ます。開設のハードルがかなり低くなるのではないか
と思います。区は最終的には、全小学校で少なくとも、
祝日を除く月～金曜を長期休みも含めすべて開設す
ることを目指したいとしています。より良い事業となる
ように次の視点について慎重に検討しておく必要があ
ると考えます。

	視点	●子ども	・	保護者の意見が反映される事業運営
	 	 ●育成室や児童館との関係
	 	 ●事故が起こった時の責任の明確化

私たちの税金である公費が再開発には
容易く増額。再開発同様に、未来を創る
子どもたちの良好な教育環境の整備や
高齢者施策の拡充にもっと公費を使う
べきです。

事業計画変更
　当初750億円の
	 総事業費
　→1100億円に
公費投入も変更
　78億円
　→178億	100億円の追加

通常の請願の取り扱い

議長	 	これより、○○から○○までの請願を
一括して採決いたします。

	 お諮りいたします。
	 	本件は、いずれも委員会の報告のと

おり決することに御異議ございませ
んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

議長	 	御異議なしと認めます。よって、本件
は、いずれも委員会の報告のとおり決
しました。

　区
は
、
区
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と

ら
え
、心
か
ら
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と

実
感
し
て
も
ら
え
る
「
文
の
京
」を
目
指

す
と
。け
れ
ど
、ま
ち
か
ら
は「
何
を
言
っ

て
も
ま
と
も
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
な

い
」と
嘆
く
方
た
ち
の
声
が
届
き
ま
す
。

　例
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
届
け
る
べ

き
教
育
施
策
の
基
本
で
あ
る
「
文
京
区

教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
方
針
が
反
映

さ
れ
な
い
柳
町
小
の
増
築
に
関
し
て
で

す
。子
ど
も
・
保
護
者
・
地
域
が
ニ
ー
ズ

を
届
け
て
も
黙
殺
さ
れ
、
区
長
が
掲
げ

る「
子
ど
も
た
ち
の
応
援
歌
」と
は
真
逆

の
増
築
を
強
行
突
破
す
る
状
況
で
す
。

　文
京
区
議
会
で
の
請
願
審
査
は
、各

委
員
会
に
請
願
を
付
託
し
委
員
会
が

中
心
に
な
っ
て
審
査
す
る
「
委
員
会
主

義
」
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
本

会
議
で
は
委
員
会
で
の
審
議
を
尊
重

し
た
簡
易
表
決
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
12
月
本
会
議
で
前
代
未

聞
の
事
態
が
。文
教
委
員
会
で「
採
択
」

し
た
柳
町
小
学
校
の
増
築
位
置
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
４
件
だ
け
、
わ
ざ

わ
ざ
起
立
表
決
を
行
い
「
不
採
択
」
に

し
た
の
で
す
。

　「
な
ぜ
？
」 

議
会
は
教
育
委
員
会
が

決
定
し
た
増
築
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
基

本
・
実
施
設
計
の
補
正
予
算
案
を
可

決
。
に
も
関
わ
ら
ず
増
築
プ
ラ
ン
の
変

更
を
求
め
る
請
願
を
「
採
択
」
し
た
ま

ま
で
は
、議
会
と
し
て「
相
反
し
て
」い

る
意
思
を
示
す
こ
と
に
な
り
、「
議
会

と
し
て
の
見
識
が
疑
わ
れ
る
か
ら
」
と

の
判
断
か
ら
で
す
。

　し
か
し
、
補
正
予
算
は
「
柳
町
小
増

築
の
基
本
設
計
・
実
施
設
計
に
関
す
る

予
算
」
で
あ
っ
て
、
増
築
の
場
所
を
変

更
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

請
願
の
趣
旨
を
区
が
尊
重
し
て
増
築

場
所
を
変
更
し
、補
正
予
算
の
設
計
料

で
足
ら
な
く
な
れ
ば
増
額
す
れ
ば
良

い
だ
け
の
こ
と
で
す
。「
採
択
」
を
「
不

採
択
」
に
す
る
た
め
に
表
決
し
な
お
す

と
い
う
議
会
の
あ
り
方
こ
そ
が
「
議
会

の
見
識
を
疑
わ
れ
る
」
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　文
京
区
は
、「
区
民
が
主
役
」
を
謳

い
、
約
束
し
て
い
る
区
で
す
か
ら
、
子

ど
も
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
が
「

　」
と
い
っ

て
い
る
増
築
計
画
を
押
し
付
け
る
よ
う

な
こ
と
は
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
行
う
増

築
で
す
。
当
然
、
子
ど
も
の
育
ち
を
支

え
る
良
好
な
教
育
環
境
と
な
り
、
当
事

者
が
納
得
で
き
る
喜
ば
れ
る
計
画
で

あ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

教育委員会・増築プランの問題点

体育館等のところに増築校舎を建設すれば基本
計画の方針通り「狭隘な運動場を作らない」ですむ
のに、あえて校庭が４２０㎡も狭くなる案を採用。
理由とする「柳町小の体育館は更新時期ではなく
順番がある」は詭弁。校舎を建て替えた６中の体育
館は柳町小よりも築年数が浅くまったく更新時期
ではなかった。が、「限られた校地を有効活用する」
と建て替え。柳町小も土地の有効活用をして体育
館に増築すれば運動場は狭くならない。

柳町小は、「やなぎの森」を環境教育の教材に活
用し、特色ある教育活動を実践。その実践が柳町
小の魅力となって、子ども・保護者にとって「通いた
い通わせたい学校」となり、地域からも信頼を得
てきた。学校が積極的に活用してきている教育資
源をわざわざ伐採しての増築の位置を　森の場所
にするのは、これまでの柳町小の特色ある実践を
教育委員会自らが否定するもの。

学校開放時の利用している地域スポーツ団体の
運動に必要な面積，	 形状等を確保することが重
要だが、一切シュミレーションを行わずに増築計
画を決定。結果、小学生野球チームはダイヤモン
ドが取れなくなる。６中の建て替えでは子どもたち
の基礎的な体力・運動能力の向上を重視し、最低
130ｍのトラックは取るようにシュミレーションを
繰り返し、運動場をできる限り広く確保できるよう
に校舎の位置等を決めたが、柳町小増築はそうし
た検討はまったくないまま、ただ「あそこで大丈夫
だろう」という印象のみで校舎増築の位置を決定。

文科省が、学校施設の新築・増築・改築での留意
事項を示した「小学校整備指針」には「敷地内や
建物内部から見通しが確保され、死角となる場所
がないよう計画すること」を求めているが、教育委
員会の増築プランは校庭に死角が作られる。

保護者・地域のニーズ

文科省も「子どもの生活の場と
して、ゆとりと潤いのある施設
づくり」を求めている。児童数
が増えるのに校庭が大幅に狭
くなるのは教育環境の悪化そ
のもの。子どもがのびのびと学
校生活を過ごせる良好な教育
環境が維持できる位置に増築
校舎を。

教育振興基本計画の基づく実
践をあえて、できなくさせるのは
大きな問題。
子ども・保護者にとって「通いた
い通わせたい学校」はこれまで
通り森を活用した環境教育がで
きる学校。教育委員会が想定す
る増築後の教育環境は望む物
とは違う。森の位置以外に校舎
を増築してこれまでの良好な教
育環境が守られることがニーズ。

ダイヤモンド設営が出来なくな
れば河川敷等、遠隔地のグラ
ンド使用が増加し、移動の時間
や費用の負担だけでなく、往復
時の事故等のリスクが生じ、参
加のハードルが高くなる。これ
まで通り、子どもたちが気軽に
少年野球に参加できる環境を
維持できるように増築位置を
変更してほしい。

危機管理からも校庭に死角が
ある教育環境では安心して子
どもを送り出せない。死角が作
られない増築校舎が望み。

区
民
の
ニ
ー
ズ
潰
し
に
協
力
？

教育振興基本計画

子どもたちが、のびのび
と学校生活を送れるよ
うな教育環境を整えるた
め、「狭隘な運動場や校
地の拡張に向け取組を
進める」と約束。

各校に「教育活動を充実
させ魅力のある信頼され
る学校づくり」、「生命を
尊重し自然をいつくしむ
心を持つ子どもを育てる
こと」を求めている。

文京区の区立小中学生
の体力・ 運動能力が概
ね全国平均を下回るた
め、子ども達に「地域のス
ポーツ団体等の活動へ
の参加による体力・運動
能力の向上」を掲げる。

子どもたちが安全な学習
活動に励み、保護者が安
心して子どもたちを託す
ことができるよう、安全・
安心な環境を確保する。

教育振興基本計画

ないがしろ

春日・後楽園駅前地区再開発
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